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震え」を訴える。われわれは A を B であると言う。A と B をつなげているのは主体的な思惟
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ではなく、衝動的な選択である。ここで重要なのは、B が A の隠喩になっているということで






























































































































































































































































〈サバルタン the subaltern〉という言葉の由来について、彼女は次のように説明する。 
「アントニオ・グラムシが行ったサバルタン諸階級についての考察は、マルクスの『ブリュ
メール十八日』において、それだけを切り離して論じられていた立場としての階級
class-position と意識としての階級 class-consciousness との関係にまつわる議論をより一般的
なコンテクストへと拡大したものとなっている」[MI283-37]。 
すなわち、サバルタンの概念はマルクス主義で言うプロレタリアートの概念に対応する。グ





































































































































































































置いたところからの解読 a distanced decipherment……を必然的にともなっている」[CPR309-450]。 




































































































































されると語る。スピヴァクによれば、クリシュナは「歴史を含み得る存在の図式 an ontograph 
that can contain a historiograph」[CPR55-90]の形象である。クリシュナがその本来の姿となると
き、アルジュナの敵として戦場に対峙する彼のおじやその息子たちを怪物となって口で噛み砕
き始める。このクリシュナの姿はヘーゲルにとっては「無目的で節度のない怪物性」[91]として



































































































































いった決定関係だけに着目するのは重層決定を単に多様な決定 many determination として見



































































































た諸断片 the bits and pieces found unspectacular by the search for the Rani that are most rich 
in educative promise なのである。」[CPR238-341] 
重要なのは、すでに理論的にはサバルタンの存在もサティの実体もスピヴァクによって把握
されているということである。しかもなお、ブヴァネシュワリーにしても同じことだが、彼女


































































































［この原稿は平成 18 年度専修大学研究助成「共同体の基礎理論」の成果である］ 
